
東京家政大学 女性未来研究所　所長

東京大学文学部美学美術史学科卒業・東京大学新聞研究所本科修了後、時事通信社・学習研究社・

キヤノン株式会社を経て、評論活動に入る。内閣府男女共同参画会議議員、厚生労働省社会保障審

議会委員、男女共同参画会議委員、社会保障国民会議委員、消費者庁参与などを歴任。現在、評論家・

ＮＰＯ法人「高齢社会をよくする女性の会」理事長・東京家政大学名誉教授 , 同大学女性未来研究

所長・「高齢社会ＮＧＯ連携協議会」代表（複数代表制）。著書「大介護時代を生きる」（中央法規）「お

ひとりシニアのよろず人生相談」（主婦の友社）「人生100年時代への船出」（ミネルヴァ書房）「サザ

エさんからいじわるばあさんへ」（朝日新聞出版）「前向き長持ち 人間関係の知恵」（海竜社）など

問合せ  東京家政大学 女性未来研究所 
 〒173-8602　東京都板橋区加賀1-18-1
 TEL：03-3961-5305　Mail：josei-mirai@tokyo-kasei.ac.jp

２０１９年１０月３日（木）１５：３０～１７：００（開場１５：２０）

※お車での来校はお控えください。

申込方法
QRコードを読み取り、
フォームに情報を入力し、
送信してください。

参加費無料

定員 280 名

東京家政大学板橋キャンパス
三木ホール
JR 埼京線「十条駅」下車徒歩 5分

講師　樋口惠子
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今や、政府の方針にも「働き方改革」。人生100年時代、人口減少時代のさ中

にあって、男性も女性も「働き方」が問い直されています。戦後長い間日本

社会に定着した「夫は外、妻は内」の性別役割分業はようやく崩れ始めました。

子どもの育て方から老後の年金に至るまで、女の一生に視座を据えながら男

性の動きにも目を配ってお話ししたいと存じます。
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